交通事故訴訟における和解条項例

●　物損（相殺/クロス支払の場合）
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故による車両損壊の損害賠償として，
被告は原告に対し，　　　　万　　　　　円の，
原告は被告に対し，　　　　万　　　　　円の
　各支払義務のあることを相互に確認する。
【対当額相殺のとき】
２　原告と被告は，前項の両債権につき対当額で相殺することに合意する。
３　被告は原告に対し，前項による相殺後の残債務　　万　　　　円を，
　令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
【クロス支払のとき】
２　被告は，原告に対し，第１項の債務　　　万　　　　円を，令和　　年　　　月　　日限り，　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の
〔原告・　　　　　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口
〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし。
振込手数料は被告の負担とする。
３　原告は，被告に対し，第１項の債務　　　万　　　　　　　円を，
　令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の　
　〔被告・　　　　　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は原告の負担とする。
４　原告は，その余の請求を放棄する。
５　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
６　訴訟費用は各自の負担とする。
以上

●　追突(過失割合100％の場合）・人身事故・後遺症・自賠責保険の被害者請求
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　被告は，原告に対し，本件交通事故に基づく人身損害賠償として，令和　年　　月　　日までの既払治療費〔　　　　　　　　　　　　　　〕のほかに，　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
２　被告は，原告に対し，前項の債務　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　銀行　　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座番号〔　  　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
３　本件事故に基づく自動車損害賠償責任保険の請求は，被告が行うものとし，原告はこれに協力する。
４　原告に本件事故による後遺症が生じたときは，その損害賠償について，原告が自動車損害賠償責任保険に対し，被害者請求の手続をし，被告はこれに協力する。
５　原告は，その余の請求を放棄する。
６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
　　ただし，本件交通事故により原告に後遺障害が発生し，その後遺障害について原告が，自動車損害賠償責任保険の査定により，後遺障害等級の認定を受けたときには，これによる損害賠償について原告と被告との間で別途協議する。
７　訴訟費用は各自の負担とする。
以上

●　汎用（物損・人身　過失割合１００％を含む・一括払） 
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　被告は，原告に対して，本件交通事故によって生じた物的損害及び人身損害の賠償金〔□本件交通事故の解決金〕として，既払金のほかに　　　万　　　　円
　の支払義務があることを認める。

２　被告は原告に対し，上記金員　　　　万　　　　　円を，令和　　年　　月　　日限り，　　　　銀行     　 　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。
　ただし，振込手数料は被告の負担とする。
  
３　被告が前項の支払を遅滞したときは，被告は原告に対し，第１項の金員から既払額を控除した残額，及びこれに対する令和　　年　　月　　日（前項の支払期日）の翌日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
４　原告は，その余の請求を放棄する。
５　原告と被告は，本件交通事故に関し，
〔本件交通事故の物的損害に関し，/本件交通事故の人身損害に関し，〕　
　原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
６　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　物損　相殺/クロス支払・一括払
[bookmark: _Hlk93068966]事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，物的損害として，原告に　　　万
　　　　円の，被告に　　　万　　　　　円の各損害が生じたこと，及び本件交通事故についての過失割合は，原告は　　割，被告は　　割であることを，それぞれ相互に確認する。
２　被告は，原告に対し，損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
３　原告は，被告に対し，損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
【対当額相殺のとき】
４　原告と被告は，第２項及び第３項のそれぞれの債権額を対当額で相殺することに合意する。
５　被告は，原告に対し，前項の相殺後の残金　　　　万　　　　円を令和　　年
　　　月　　日限り，　　　　銀行　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，被告の負担とする。
【クロス支払のとき】
４　被告は，原告に対し，第２項の債務　　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　日限り，　　　　　　　銀行　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，被告の負担とする。
５　原告は，被告に対し，第３項の債務金　　　万　　　　円を令和　　年
　　月　　日限り，　　　　　銀行　　　　　　支店の〔被告・　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，原告の負担とする。
６　原告は，その余の請求を放棄する。
７　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
８　訴訟費用は各自の負担とする。
以上

●　物損・過失割合１００％・求償権・一括払
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　物的損害として，訴外　　　　　　に　　　　　万　　　　　円の損害が生じたこと，
(2)　原告が訴外　　　　　　　　　　　　との間の車両損害保険契約に基づき，訴外に対し，車両保険金　　　万　　　　円を支払い，その限度において損害保険代位に基づく損害賠償請求権（求償権）を取得したこと，
 をそれぞれ相互に確認する。
２　被告は原告に対し損害賠償金〔□本件交通事故の解決金〕として，
　　　　万　　　　　円の支払義務があることを認める。

３　被告は，原告に対し，前項の金員　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，            銀行　　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　       〕に振り込む方法により支払う。 
　ただし，振込手数料は被告の負担とする。
４　被告が前項の支払を遅滞したときは，被告は原告に対し，第２項の金員及びこれに対する前項の支払期日の翌日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
５　原告は，その余の請求を放棄する。
６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　物損・過失割合事案・求償権・相殺/クロス支払
[bookmark: _Hlk93070114]事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　物的損害として，訴外　　　　　　　に　　万　　　　円，被告
　に　　万　　　　円の各損害が生じたこと，
(2)　本件交通事故についての過失割合は，訴外　　　　原告はは　　割，被告は　　割であること，
(3)　原告が，訴外　　　　との間の車両損害保険契約に基づき，訴外
に対し，車両保険金　　万　　　　円を支払い，その限度において損害保険代位に基づく損害賠償請求権（求償権）を取得したことを
それぞれ相互に確認する。
２　被告は原告に対し損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務があることを認める。
３  原告は被告に対し損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務があることを認める。
【対当額一括清算支払】
４　原告と被告は，第２項及び第３項の債務を対当額で相殺することに合意のうえ，被告は原告に対し，　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日　限り，
　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の　　　　　　　　名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
【クロス支払】
４(1)被告は，原告に対し，第２項の金員　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　　日限り，　　　　銀行　　　　　　　　　支店〔原告・　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
(2)原告は，被告に対し，第３項の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　日限り，　　　　　銀行　　　　　　　　支店〔被告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は原告の負担とする。
５　原告は，その余の請求を放棄する。
６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　人身・過失割合争いの場合
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し， 
(1)　人身損害として，原告に　　　　　　　万　　　　　　円の損害が生じたこと，
(2)　本件交通事故についての過失割合は，原告〔　　　〕，被告〔　　　〕割であること，
をそれぞれ相互に確認する。
２　被告は，原告に対し，人身損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務があることを認める。
３　被告は，原告に対し，前項の金員から既払金　　　万　　　　円を差 し引いた残金　　　万　　　　円を令和　 年　 月　　日限り， 　　　　 銀行
　支店の〔原告・　 〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　　　〕
に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。　
4　被告は原告に対し，被告が，前項の支払を遅滞したときは，前項の金員及びこれに対する前項の支払期日の翌日から支払済みまで 年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
5　原告は，その余の請求を放棄する。
６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●人身と物損　　過失割合１００％の場合
[bookmark: _Hlk93070977]事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　被告は，原告に対して，本件交通事故に関して，既払金のほかに次の金員の支払義務があることを認める。  
(1)　人身損害賠償として，　　　万　　　　円
(2)　物的損害賠償として，　　　万　　　　円　
(3) 　合　　　　計　　　　　　　万　　　　円
２　被告は原告に対し，前項の(3)の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　　日限り，　　　　　銀行      　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
３　被告が前項の支払を遅滞したときは，被告は原告に対し，前項の金員及びこれに対する前項の支払期日の翌日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
４　原告はその余の請求を放棄する。
５　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
６　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　人身と物損・過失割合事案・物損相殺支払の場合
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　原告に人身損害　　　万　　　　円及び物的損害　　　万　　　　円，  　
被告に人身損害　　　万　　　　円及び物的損害　　　万　　　　円　　　
　　の各損害の生じたこと，
(2)　本件交通事故についての過失割合は，原告　　割，被告　　割であること，をそれぞれ相互に確認する。
２　被告は，原告に対し，人身損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
３　原告は，被告に対し，人身損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。 　　
４　被告は，原告に対し，物的損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
５　原告は，被告に対し，物的損害賠償金として　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。　
６　被告は，原告に対し，第２項の金員から既払金　　　万　　　　円を控除した残額　　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　銀行
　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，被告の負担とする。
７　原告は，被告に対し，第３項の金員から既払金　　　万　　　　円を控除した残額　　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　　銀行
　　　　　　支店の〔被告・　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，原告の負担とする。　
８　原告と被告は，物的損害の賠償金について第4項及び第5項の債務を対当額で相殺のうえ，〔被告・原告〕は〔原告・被告〕に対し，　　万　　　　円を令和
　　年　　年　　月　　日限り，　　　　　　銀行　　　　　　　　　　支店の〔原告・被告〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，〔被告・原告〕の負担とする。
９　原告〔被告〕は，その余の請求を放棄する。
１０　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
１１　訴訟費用は各自の負担とする。
以上

●　人身と物損・過失割合１００％・求償権の場合
事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　人身損害として，訴外　　　　　　　　に　　　万　　　　円の，
　　物的損害として，訴外　　　     　　　　に　　　万　　　　円の
　　損害が生じたこと，
[bookmark: _Hlk93071828](2)　原告が，訴外　　　　　との間の自動車保険契約に基づき，訴外　　　　
　に対し，人身傷害保険金　　万　　　　円〔自賠責支払保険金　　　万
　円を含む・除く〕，訴外　　　　　に車両保険金　　　万　　　　円を支払い，その限度において損害保険代位に基づく損害賠償請求権（求償権）を取得したこと
　をそれぞれ相互に確認する。
２　被告は原告に対し，
人身損害賠償金として，　　　万　　　　円，
　　物的損害賠償金として，　　　万　　　　円，
　　合　　　　　計　　　　　　　万　　　　円
の支払義務があることを認める。
３  被告は原告に対し，前項の合計　　　万　　　　円から既払額を控除した
[bookmark: _Hlk93072080]　　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　銀行　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座
〔番号　　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
４　被告が前項の支払を怠ったときは，被告は原告に対し，前項の金員及びこれに対する前項の支払期日の翌日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
５　原告は，その余の請求を放棄する。
６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　人身と物損・過失割合事案・求償権・物損相殺支払
[bookmark: _Hlk93073097]事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　人身損害として，訴外　　　　　　に　　　万　　　　円，
物的損害として，訴外　　　　に　　　万　　　　円及び被告に　　万
　　　円
　 の各損害が生じたこと，　
(2)　本件交通事故の過失割合は，訴外　　　　　について　　割，被告について割であること，
(3)　原告が，訴外　　　　　との間の自動車保険契約に基づき，訴外　　　に
　に対し，人身傷害保険金　　　万　　　　　円〔自賠責支払保険金　　　万
　　円を含む・除く〕，訴外　　　　　に対し車両保険金　　　　万　　　　円
を支払い，その限度において損害保険代位に基づく損害賠償請求権（求償権）を取得したこと
　をそれぞれ相互に確認する。
２　被告は，原告に対し，人身損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
３　被告は，原告に対し，物的損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
４　原告は，被告に対し，物的損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
５　被告は，原告に対し，第２項の人身賠償金　　　万　　　　円を令和　　年
　　　月　　日限り，　　　　銀行　　　　　支店の〔原告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。
ただし，振込手数料は，被告の負担とする。
６　原告と被告は，物的損害の賠償金について第３項及び第４項の債務を対当額で相殺のうえ，〔被告・原告〕は〔原告・被告〕に対し，　　万　　　　円を令和
　　年　　月　　日限り，　　　銀行　　　　支店の〔原告・被告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔番号　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，〔原告・被告〕の負担とする。
７　原告は，その余の請求を放棄する。
８　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
９　訴訟費用は各自の負担とする。
以上

●　物損・過失割合事案・求償権取得・不足額
[bookmark: _Hlk93073498]事件番号　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　　　被　　告
利害関係人（損保会社）
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　原告と被告は，本件交通事故に関し，
(1)　物的損害として，（被告）に　　　万　　　　円，
　　　　　　　　（原告）に　　　万　　　　円
　の各損害が生じたこと，
(2)　本件交通事故の過失割合は，（被告）　　割，（原告）　　割であること，
(3)　利害関係人が，（被告）との間の車両損害保険契約に基づき，（被告）に
 　に対し，車両保険金　　　万　　　　円を支払い，その限度において損害保険代位に基づく損害賠償請求権（求償権）を取得したこと
　をそれぞれ相互に確認する。
２　（被告）は，（原告）に対し損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務があることを認める。　
３　（原告）は（被告）に対し損害賠償金として，　　　万　　　　円の支払義務があることを認める。　
４  原告，被告及び利害関係人は，第１項の（被告）の（原告）に対する債務と，（利害関係人）の（原告）に対する債務を対当額で相殺することに合意し，（被告）は（原告）に対し，その清算後の残額　　　万　　　　円を令和　　年
　　　月　　日限り，　　　　銀行　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
５　原告は，その余の請求を放棄する。

６　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
７　訴訟費用は，各自の負担とする。
以　上

●　物損・反訴・併合（相殺・クロス払い）
第１事件　　　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　被　　告
第２事件　　　令和　　年（ハ）第　　　　　号
原　　告　　　　　　　　　　被　　告
　　　　　　　　　　和　　解　　条　　項
１　第1事件の被告は，同事件原告に対し，本件交通事故による車両損壊の損害賠償として，　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
２　第２事件の被告は，同事件の原告に対し，本件交通事故による車両損壊の損害賠償として，金　　　万　　　　円の支払義務のあることを認める。
【対当額相殺のとき】
３　第1事件の原告と被告及び第2事件の原告と被告は，第1項及び第2項の両債権につき対当額で相殺することに合意する。　
４　第〔１・２〕事件の被告は，第〔１・２〕事件の原告に対し，前項の相殺後の残債務金　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　　銀行
　　　　　支店の（第〔１・２〕事件の原告・　　　　　）名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は，第〔１・２〕事件の被告の負担とする。
【クロス支払のとき】
３　第１事件の被告は，同事件の原告に対し，第１項の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の〔第1事件の原告・　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座
〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は第1事件の被告の負担とする。
４　第２事件の被告は，同事件の原告に対し，第２項の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，　　　　　　　　銀行　　　　　　　　支店の〔第2事件の原告・　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座
〔口座番号　　　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は第２事件の被告の負担とする。
５　第1事件被告が，第〔3・4〕項の金員の支払を怠ったときは，第1事件被告は，第1事件原告に対し，第〔3・4〕項の金員から既払金を控除した残額及びそのときにおける残額に対する令和　　年　　月　　日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
５・６　第２事件の被告が第４項の金員の支払を怠ったときは，第２事件被告は，第２事件原告に対し，第４項の金員から既払金を控除した残額及びそのときにおける残額に対する令和　　年　　月　　日から支払済みまで年３パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。
６・７　第１事件の原告及び第２事件の原告は，その余の請求を放棄する。
７・８　第１事件の原告と被告及び第２事件の原告と被告は，本件交通事故に関し，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。
８・９　訴訟費用は，各自の負担とする。
以上

●　交通事故関連和解条項パーツ集　クロス支払の場合
(1)　被告は，原告に対し，第　項の金員　　万　　　円を令和　　年　月　　日
　限り，　　　　銀行　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。
(2)　原告は，被告に対し，第　項の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　　日限り，　　　　銀行　　　　　　　支店の〔原告・　　　　　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は原告の負担とする。

[bookmark: _Hlk93074858]●　和解条項パーツ　利害関係人が参加した場合
　原告，被告及び利害関係人は，第　　項の　　　　　　が　　　　　　に対する債務と　　　　　が　　　　に対する債務を一括清算することに合意し，　　　は，
　　　　に対し，その清算後の残額　　　　　円を令和　　年　　月　　日限り，
　　　　　　銀行　　　　　　支店の〔原告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告らの負担とする。

●　和解条項パーツ　分割支払の場合
２　被告は，原告に対し，第　　項の金員　　　万　　　円を次のとおり分割して，
　　　　銀行　　　　支店の〔原告・　　　　　〕名義の〔普通・当座〕預金口座〔口座番号　　　　　〕に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。　
(1)　令和　　年　　月　　日限り　　　　　　万　　　　　円
(2)　令和　　年　　月から令和　　年　　月まで，毎月　　日限り　　　万
　　　　　　円ずつ
(3)　令和　　年　　月　　日限り　　　　　　万　　　　　円
３　被告が前項の分割金を　　回〔分〕以上怠り，その額が　　　万　　　　　円　　　に達したときは，当然に期限の利益を失い，被告は，原告に対し，前項の金員から既払金を控除した残金及びこれに対する期限の利益を失った日の翌日から支払済まで，年５．０パーセントの割合による遅延損害金を直ちに支払う。

●　和解条項パーツ　席上支払の場合（原告が受領）
　被告は，原告に対し，第　　項の金員を，本日和解の席上で支払い，申立人はこれを受領した。

●　和解条項パーツ　ゆうちょ銀行普通預金口座への振込の場合
　被告は，原告に対し，第　　項の金員　　　万　　　　円を令和　　年　　月
　　　日限り，ゆうちょ銀行の〔原告・　　　　　　　〕名義の普通預金口座
（口座番号　　  　－　　　　　　　）に振り込む方法により支払う。ただし，振込手数料は被告の負担とする。

●　和解条項パーツ　後遺障害に関するもの
　原告と被告は，本件交通事故に関し，原告と被告間には，本和解条項に定めるほか，何らの債権債務のないことを相互に確認する。ただし，本件交通事故により〔原告・訴外　　　　　〕に後遺障害が発生し，その後遺障害について〔原告・訴外　　　　　〕が，自動車損害賠償責任保険の査定により，後遺障害等級の認定を受けたときには，これによる損害賠償について〔原告・訴外　　　　　〕と被告との間で別途協議する。

